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東京大学教育用計算検センターにおける
PASCA しについて

東京大学工学都計数工学科和田研究室
金 団 事

教育周計算機センター においては，すでにP 08':&1が使用できるようにな勺ており，多〈のユー

ザによ。て使期されているが。 ここにその使用の手引きをま とめてお< . 

1 S tar叫acdPa民.1との 遣い

1 配号，文字の違い

2 型 に闘する制約

3 式に闘して

4 手続き，l1li敏

5 手綬きの大きさ等に 関 する制限

6 変数の初期値段定

7 入闘力
8 プEグラム パラメタの意味および外部定義

9 S epa四阿凹mpiI iJlg Iこ関して
10 診断メ ，セ シ
H その他

2 像 作 法

1 プログラム， デ タをヵ ドで与えるとき

2 rssにおける使用法

3 ファイルからのプログラム入力主法

4. in仰上曲も胆t以外のファイルに聞して

5 0 pt i (1"111 

付録 惨断メフセ ν 

1 S tar唱ard P ascalとの遣い

、

数育用計算後センター のP &lcalコンパイヲは. Stand・rd P.IU5ca lに 比べて制限された部分も

かなりめり， また鉱張された毎分も"る。 また， 不備&点もある。 これらの点について畳べる。
これ以外の点については， F�の文献を怠照されたい.
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J四・<en. K. ar.t Wi，山 N. (1975)
'Pascal Uae r l1anual ar凶Report'. Spr iJ噌�，-Ver lag. New Y Ot'k 

{上の， Report' の邦" 和図英ー釈「プログラム曾篇PASCALの文法J. hil 8 ‘・

341-366 [1916]) 

1 Il号，文字の 遣い

1) 配号

、

s，&叫a.rdP asc畠lの記号 Mel凹皿におけるE号
( . (ヰのみ可
4・

1， ' ) . )のみ可

E 

1 

↑ 申

2) 予約掃は名前と同じよヲに， 普通の大文字でか<.

3) 小文字は使えない。

{以下の配過においては， S tandard Pas曲lの配号および小文字を用いる。 また，予

約締はアンダーラインをつけてかく。 計算機にか付るときには， 上の規制に従。て変換し

なければならない)。

2 型に闘する制約

tl 聖の同一位に闘して

異なる絹所で宣言された名前のついていない型の変厳は遭う型とみなす. また，名前の

遣う型は異なる ものとみなす。

例1) 9.. b. a r ray[ 1. . 2 J� ìnteger， 

C 旦旦堅い 21dln t申r

a : = bは許される。

9. . = cは併されない。 口
例2 ) typetl=旦cord f， g ' intege r  end ， 

t 2 = 旦旦rd f. g 回teger end ， 

vø.r a:tl. b:tlô c t 2 ; 

a : = bは許される。

a ; = cは貯されない。 口

2) 同じ型を他の名劃であらわすととはできない。

例) type int =・ntegerは静されない。 口
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!á13 東京大学tk育用計算概センターにおけるPASCALについて

3) 文字列定象は使えない.ただし， write. writelnのパラメタとな。ている .合は併

さ れる.また. alfa 型の・合は 定散定義の中を除いて僻される(従。て. みか砂上， 文

字8:2--8字の文字列定散は怖される。 こ の暢合， ('ATite， 問i teln の引敏の.合は除

いて〉右側に空白が つめら れて， 8字の且If.型定敏とみなされる。)( alfaに関して は

引を多照)
例1) var a:al九，

a • al' • I a = I 81 ，】〕】]'と等価}

例， ) 

且 .ー， .ー ' 

C恒国t .� 

{ error ( 
且}';terror}

c = c ， \ OK} 

川部分範悶型に聞して

且 は"'"型定数だから) ) 

ロ

ロ

mteger以外の型の部分.包囲型は許されない.ただし， 配列を宜曾するkき添字型&

して か〈こ と は解される.
例) array[ 1. . 10 J of '.'， . 't'は併されない。

array[ /11.' . . '.z'J of integetはよい。

また，ScI=(a， b， c)のとき，Sub=a.. bは野されない。 ロ
5) 8e1に聞して

�，の安泰は， その。叫がo以上回以下でな砂ればな らない.従って， 要素の散は“

個以下である.

例) \1arS. �主主L63 臼は併されない。 周様にI � t = ( t 1. t 2. "'， 

ti，.........， tnJにおいてord(同)>日なら型s 世zlu - Mは，守され

ない。 口

6)予約B恒空豆は意味をもたない.従。て凹C凶�，町は使え如、.そのかわり， 型

aJfaがあるが， これ は 8 文字からなる 文字列であり，S t8lldatd Pucal のpaclæd
array[ 0. . 1  Jofcharに近く， P"ιun凹，kはできるが a[ i ] (a:alfa)の

ような形で は使えない.す な わち， """型の定tkまた はヨItkと の閣の111輿をおこな うには ，
同ck:， unp艇匙を用いるほかはないJ

7) teJ.:t と主主主E CMrは異なる。

iι22Edarは1文字1νコードのマァイルとなる再で働率が感いうえ，これに対l-，WrI同

"..などの棟割陣手続き は世えない。

- 従。て，とのコンパイラの・If.型は， s，皿d&rd Pl.scal のそれ で はな(，Witth.N
The P rogun皿凶g L皿guage Pascal， Acta Informatica， I . 1， 35一日[日1IJ
のalfaに.しい.
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8 )  .Ih.および'廃棄の上限の。，dが32以上の�，について
これらの型に闘してはコンパイラにh智・があるので注意

"'13 

&ruy [伸lパype 2 ] of .1(.は u，笠[ type I ] I!!. �竺YE tme21El 

.lfaと かかな貯札ぱ正し〈処理されない.

<_Jt> 、
r . recOI"d case b boole刷。f falae 

true 

とすると. ，は次のようにとられる。

倍麟境界
↓ 

b 
i 2 

。 1 2 3 

9) ・caJar型に関して

次の例は多量II曾としてf襲われる.

V&c k (male. female) ; 

I : {ma1e. (e皿ale) ; 

(a:alf.); 

( i 1， i 2 integer) end 

同，d

す屯わち. 5calar型の中にあらわれる名前はすでに同じνベルで宜曾されえものであ勺

てはならない. 上の例では. male. femaleは2由あらわれているJ
'0) 同曲，dの可否rlEについて

t町fie!dは空であ。てはな らない。 たとえI�.

旦盟主量 盟主 B岨"皿SE 笠..は併されない。

field �ぴは空で あ"てはならない.

"∞rd ca同b: B凹1，阻of Lrue . ( field . T ) ; 
false ( ) "叫

は
'"ぽd C8se b B∞1"ロof true: ( field . T ) ; 

fal!le 続首d
のようにか<0 ( StlU訟ar d Pascalでは前者のようにか〈ことにな，ているが)0

- 例は..の.文から引用した. この文献では， この鍾の問題をやや鮮し〈録。ている。
J . Wel曲。W， J. SneerÏl噌""創1d C.A.R.Hoare. 'Ambiguitiea and llUlecuritiea 

io Paacal'， 80ftware Pf8Clice and恒perlen碑， 叫11， 685-695 [19押]

，-
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3 安定に聞して

け あ玄り復鎗な式は許され"い。

たkえば. ，� a. b， c， d integerのとき・+(b+(c+(d)))は許さ

れ生いo 3 t;以上の()は怖されないし. 2重でも. 1Iも内側に・.，ゃalhの繍算式

を含むときは併されないo (従来は1Iも内側の括弧の外が蜘息や111f 8以外の項から危う

ていれば， も。と複線な弐をかくとkができたが， これは， コンパイヲの虫をとるために

根牲にされた。)

2) 院t亜の式の中に は許されない.

例)(0.，2]は(0 ， 1， 2Jとかかなければならない。 ロ
3) 機造亜の比依

同じ陽造型の!r散を比敏(�. <>)することができるが， 可膏榔をもっrec()I'd型で

あ。ても. bi tごとの比般をするので， その点注意を要するo al fB.亜の変数につ いては

大小の比敏もできる。

例1) Il. b alfa 

例 2 ) 

Il=b， a>=b， a>b， a<=b， aくb. a<>bは可能.

たとえば， E ;=.>b の意味は，
a， b pa竺2 竺笠[ 1 . . 8 ] of CMr 
• 1 • 

三位担( . [・J= b[ i J) and ( iく8)do i.=i+l;

E : = a ( i J> b[且] によって置遇される。 口
a， b record case tag B∞1.刷。f

false: ( i . integer ) ， 

true (cl， c2: CI即)
• • a.t8g =true， a .  c2.= 込 '

b =ll， b.c2 'h' ， 
a.tag:=九lse; b. tag: =f81舵 ，

a.l:=l;b.i.=l， 

のとき. a= bは false 口

.nd 

叫 舗理式の俳偏のしかた
、

Boolean型の草食は， 全体を評価してからその値をきめる。すなわち. true 2!. E ， 

false盟主� Eにおいて， それぞれEを野偏する.従ヲて， 次の.合には邑曹が必'更である.

① Eが副作用をもっ聞歓を含む楊合{聞散は酎作用をもたないことが固ましいが)0 

例) Vat s'B咽1.飢，

flllcti∞ r : B個1.皿 ，

出in a' = true ， {: = false e旦，
-7-



東京大学教育用計算段センターにおける PASCALについて

beg凶 a.: :::fa.1・e ; wrÎ t e  ( f or a. ) end 

は trueを出力する。・ ロ

@ Eが野価不健な楊合

例) p f :-亘i!，
色且旦(p=旦1}2L(PT SZ8)生 口

4 手続き， 関数 町、

1) alfa.型定徴， aet型の式は実パラメタとしてかWない。

，." 

2) 闘1ftの型として， 闘t， a.lf'aは使えない. (f惨断メヲセーシがでず， 正し〈ない且的

プログラムが生成される楊合があるので注ゴ'を要する。)他の構造型はもちろんダメである。

3) 暗口曲1.パラメタをもっ手続き， 闘散をパラメタとして受ηわたすこ&はできなL判こ

れはS tN迦da.rd PMca.1の文法書にもかかれている )。

例} I盟主主iro dum ( v笠i : integer) . integer ; 

出l旦 竺立;
とどedure prOC (fU\cti 旦dum
beIl:Ín.. .... end ， 

出lE R∞ (dum) "'" 

integer ) ; 

は. l量後の行で#2曲のerrOt"とされる。 ・初の行が，

主旦旦と旦dum( i : integer ) ・nteger j 
であれば併される。口

4) 闘1ftの内側に手続きまたは醐散があるとき， 内側で外側の闘微に対する代入をおこなっ

てはならない。

例 ) r四<1，冊f int eger . 

procedure p : 

- 次の例はさらにおそろしい副作熔をもっ例である。

E笠EEMdeeffect {∞t阿) ; 
v&< r 旬" .
担旦主里 山町e char ， 
虫記n.iteln (f); �: - 2 end; 
単位 '酬巾(r) ;叩teln{ 1 ， cha.oge， J ) ; writeln{ 4) 
.. ..t 
このプログラムの出力は次のようになる。

out pu tの出力
" 

fの幽カ
23 

{とれは， ヨンバイラの虫だという践がある. ) 

8-
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主配n f:=l end; 

主配旦 Egdは併されない。

.) !廃車間敏について

o "'，，""は用意されでいない.

o ord(x) x.o:文字の場合についてはr 11 その他」を怠照。

xが1II歓のときは:l=ord{叫。

zが実震のkきは， ord (叫はそのbit patter n を盤敏と解釈したときの飽.

5 手続きの大きさ等に闘する銅版

1 ) 手続き(関散 )の大きさについて

1 つの手続きはあまり大き〈てはいけなb、。 (目的プaグラムで， 1 ，  5田倍以下 )

通常出原始プログラムで2曲-300行くらいまで01<. しかし， 出力の多いprO(c酬

ではもっときびしし、。

2)定 数 の敏

lつの手続きの中にあまり多〈の定数をか〈ことは併されなν、。 integer.，ealなどで

60 fI. alfa， tI大の要素の"'.が32以上の..，で 30倒以下でな付ればならなu、

6 霊散の初期値段定について

大域賓教に初期値を与えるための宜曹ができる。置歓初期値2安定例は変数宣言磁の次にお

かれ， 構文は次のようである。

value 
- identif且"

(1 ) 

くidentif i er >は， 直前のli:散宣言でlt宵されたE敏名であり，そこで宜曾された順

に初期値の定義もおこなわれなければならない。 単純型置数の鳩合は上の(1 )に従ν、配列

型変散の‘合は(2)に従。て定議される。 ( alfa亜の宮歓は，単鈍型変象とみなされるん

例1) 、
.u i . integer : 

a . array ( 1..3 J � r eal : 

value i=l; 

a = ( 0.0. 1 .  0.2.0) ; 

この例において. 8=( 0，1 ，2)とかいてはならなν、。このようにか〈と， .は

ー-，
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7 

realのo ， 1 ， 2ではなし in t e酔，のo ， 1 ， 2と岡じbit pø. t t ernに初期化される。

これを利用 して， '"のようなことが可能である。

a=('4110α)Q()' X， '42朗氏)00' X， 

( r 1 1その他叫」をil限)口

例2) 巴、

p t integer ; 

p='州制I X { = nU } ; 

， 431凹醐， X ) 

pに豆1を初期織として与えることができる(p�豆1とか〈ことは

できない)。

すべてのpointer型に対する豆1 の値は等しい('.曲佃'xで豆lにできる ) 。 ロ
入 出 カ

1 ) 散の入力銀り

散を入力するとき歓でないものがあらわれると，'・・・ intee-er ...閃 t 国 ' の

ようなメタセージを印刷し， '"に狼りのあ。たカードを印刷し.'@'で限りの位置を示し

た後， 実行を中断する。

実行を中断する理由品 このような叡りの多〈は， 操作の狼りにより，データ&してプ

ログラムをよんでしまうことによっておこり7 1
このような.合間色 実行を継続すること

はむだだと考えられるからである。

2) 戸inler cootrol chø.uc te.rは存在しない。

例 } write('l')は 1 を印刷する。 口

3 )偲単闘I!: P'"はヲIl肢をもたない。 従って，この11作ば側t凹 t に対してのみ可笹である。

. ) 16進数による出力

'" の形で， int句e<， real ， "'"を16遵徴として出力するととができる。

.."，伺8iOß { : widt.h 1】BEXA
( 1... Jは省略可能であることを示すl

widt.h拡幅指定。

w idthのde'皿ltは8である。

2・2

22主wid白星五7èすると， 上依桁の有地 無効にかかわらず，

る。

下位wid出桁が 出力され

• 1 プログラム とデータは同じDCB M:SIからよむ。従。て，プログラムをファイルからデー
タをカードからよむときなどには注意を要する(操作法を怠照され たい}。

・2名前 'hella'は， この位置にあらわれたときのみ特殊な意味をもっ。 Iforward I 阿様通常
の名前と しても使用できるI'P 岨al'，'Fortf80'も岡禄ーr �p.rate c個別li唱に聞

してJil照)。

-10-
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5) a1faの出力幅

“r. 型の変敏を w r ite. w r iteln に よってか〈 ときは，舗を7以ドに指定すると左から

指定された幅 だけ出力 される。

6) 幅指定のFょいときの倣の幽カ

..指定せず続けて in tegerをw riteす ると，ライン アリソタの吻合1行に12個ずつ

そろえて出力されるが， ff'alのときはそろわないので注意。

吋 w ritelnは改行しない縄合があ る。

wd telnをつづけて 2つ以上おこなっても改行は 1度しかおこらない(と〈に， まだな

にも・かれていない tex t fileに対して何度w rite l胞をおこ傘っても改行されない。 空行

をおきたいkきは. たとえdw ri1eln( '  ') のようにする0.

例) w riteln(1): w riteln ; w riteln{2)は

】
Z 

を出力する。 ロ

←空行危し

8)凹 fになっても次の.合は， fi1eに対する.きとみはできない。

g，tの〈りかえしの後に凹Eになり， その まま(開w ri tl'せず) fileに.き足そうとす

る.合{在意の型の(i1eについて )。

例) var r . tex t  

笠且li旦! eof (f)虫 get (f): 
w riteln (f. ...............) 

は。 fを変化させなu、。 ロ

この理由により， file i n凹 tへの出力は騰されない0

8 プログラム パラメタの意味および外務定義

プログラム パラメタは， このPuca lにおいては， プログラムの外留でll:冨されh その プ

ログラムで使うものをかく。tex t型またはその他の fileの宜数は， プログラムの中で宜曾

さと土μ忠L2思決竪主ぷ24立とぷ三ふとえと玉虫之主い{かいては

ならないんとれをプログラム パラメタ としてか〈 と， それは外部にあるものとみなされ

るゑら。 外郎にそれがない ときには. 1酬i時に er ror (PRIMARY REt'F.RENCE XQT 

LOCATED) と な る 。 Îow t. 加色胆tは外部 (PASCLI B ) にあ るの で プpグラム
… 一

頭部にか く泊、 これは省略することもできる。省略しても伺じように怨われる。 従って， プ
~ 

立Zι二と12士Ei史民主主ふと旦μ思じぷLふ足以」史以盟とよ
な〈ても. '"胆tは自動的に r eletされる。

• S t_ldard P腿<.1で6ま. w r  i teJnをおこなヲた回数だけ改行される。

-Il 
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プログラムの中で1:冒し， それを外傷で用いる置敏および手続き， 関散は， その名前の前

に， def 'をつけて宣冒する(宜曾のときだけとのようにする)。

例1) pr冊edu'e def external : 

主主主 g ロ

例2) vac def ext 1， def、ext 2， int T 

( int は外から且えない} ロ
ζの機Ilのため， defは手続き， 関数， 霊象の名前として使うことはできない。

9 separa同 compilir確に闘して

このPa.scalコンパイラは. aepacate c皿pili曜の傷能をもっ。 これによりoverJ町が

可能である。 また， アセンプリ曾婚でかかれたプ開グラムと倭依することもできる。

例1) 

E笠EEE岡山(p.q，in凶 ， rutlut ) ; 

E竺竺ucep:Mel師同; {本体&し}

{ l'はMetasy羽田J (As8cmbly宵毎)でかかれたものであるこkを示すl

f�旦詮� q ( a . T ; VtU" b. Y ) ; Paacal ; (;本体なし}

{ qはPllðCaJでかかれた別のP'暗r脚内で外郎定路された川町U酬であることを

示す)

町田(main ) 副

E盟TWll def帥{四四，， 叫阿) ; 

旦旦IL旦! def q(a:T;var b:Y); 

{刷y ) 

end ; {main pr叩酬なし} 口
上の例において. 型T，Yは2つのプログラムで全〈同じに定義されていな付ればならな

u、。 同じ霊散を使うときには. やはり同じに2笠宮されていな砂ればならない.

この例において'PallCsl'のかわりに， Fortr凪'とか〈こともできるが. Forlrlllでか

かれたプログラムと自働的にIi，*できるわげではない。

上のプログラムをコンパイルして作ったROMをIinkするときには， 次の点に在意しなけ

ればならない。 ( ROM名もMAIN. SUBであるとする)。

-12 



必it.13 東京大学敏育用計IJ!隆センターにお付るPASCALについて

! LOAD (EF， (SU B ) ， (MAIN ) )， (UNSAT， (PASCLI B ) )  

f 

例2) 

UAIK MODU LEを最後にか〈

3つの プログラムをoverlayする場合の伺

t LOAD ( E，." ( S L'ß 1 ).( S 1I1l 2 )，( MA D') )， ( U N SA T ，( P A SCL 1日) ) . 

I (LMN ，LOADMQ DULE )，( PE RM )，( B RE F) 

!TREE MAI N-(SV B 1，SL'B2) 

これで， 次の形の l縄""戚釦1.が， LO ADMQ DULEという名のファイルにできる。

srB 1 

�I A I K 
i 

S l'ß 2 

( �IA r:--" SUS 1， SU B 2はnOMの名前である )ロ

10 I象眼メヲセ ν 

1 ) 印刷されない(ロYパイル時 }診断> ，セージについて

喬号の大きい er rorに対しては， 適切な鯵断メッセージが印刷されない。 すべてのerror

の liatを付録に示す。 (Standard Puealと番号がちがうので注意され たい)。

2)実行時 errorのおこった場所を知る方法

コンパイラ出力するリストの左から2喬自の数(16進数)は， その行の原始プaグラム

に対応する目的プログラムの相対番地をあらわす(およそ行のはじめの部分に対応する番

地をあらわす。 }。実行時errorにより実行が中断されたときは{致命的な.，同町でない

限り) .. ' RELA1'IVE ADDRESS='の次に相対露地が示されるので， errorがおこっ

たおよその位置を知ることができる。 ただL.. errorば必ずしもユーザ プログラムの中

でおこるとは限らないし? ・2つ以上のプログラムをIi nkして作�t:. load m曲1.に舶、

ては， 奇妙な番地が印刷されることがある。

3 ) 実行時 err orに闘して

F 入力の error に聞しては， 部すでに述べたe

oofになっているのにg'もしようとし たときは， ・.... END OF FI LE.."・ の

、

- 致命的な errorとは， すなわ ち操作システムに制御を奪われてしまうような'"引をさす。
e・ ユーザ プログラムの相対番地の鰻大rfiょP大きな値が示されているときは， Pa8cal n、00

itorの中でerrorが 検出された・舎である。p.拠.1 monitorは， ユーザ プログラムの実
行を助けるためにユーザ プログラムにIinkされる"'ここでerrorがおこるのはたいがい入
出力のときである。
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東京大学敏宵周計算割拠センタ におけるPASCALについて "' '' 

error となるか， このときはRELATlVE ADDRESSが正し〈表示されない。 徒。て，

いずれの同凶が etrorをひきおこしたかということは. これだけではわからない。

@ VALUE OUT OF RANGEの error品 expreui仰の値が 期待される範囲には

い9ていないときにおこる。

例1 ) 、、

V町 cb . cb.r 
ch : = 'ア 'は! このerror をおこす。なぜなら，

盟1(dIi主( chr(O) . . chr(63) J). であるから。 u

例 2 ) 

主主 i:O ..l0 
i : = 11 

は， この etror をおこす。 ロ

この倹査をはずすには， OptiOIl Aーを使う。 {様作法 審照)
@ INDEX OR CASE VAR OUT OF RANGEの e円。，也配列のindexが笠宮

された範闘をこえたkき， もし〈はcase;R"の.�.の/l(の式の・a九.�.名札の中にな

い舗をと。たときにおこる 。 た とえば，

例 1 ) 

var • .  arr・y ( 1..5 】主f int曙町，

1 且n'_

a E6; afa〕 ロ
例2 ) 

.... o ￡L 
1 • S 1 : 

2 S2  

，ndロ

この倹査をはずすには， opti回Xーを使う。

11 そ の 他

1 ) ， I はJetterである。

.n・e・cter ・"は/l(のようである。

(各欄ばi >出d且}の組である。 )

- このP.・..1コンパイラはこの配法を知らない。 念のため。 この倹査をすることが期待される
ところで需に，コンパイラが検査:;1 - t:を生成しているとは限らないので注意されたu、。

-14-



.... " 東京大学敏育用計算畿..�ターにおけるPASCALについて

0- 1 A 2 B 3 C • D 5 E ， F 7 G 

8 H 9 1 10 J II K 12 L 13 M 14 N 15 0 
16 P 17 Q 18 R 19 S 2Q T 21 U 22 V 23 W 

24 X 25 Y 26 Z 27 0 281 29 2 30 3 31 • 
" 5 33 6 34 7 35 8 36 9 37 + 38 "本

40/ " 42 43 S 判 = ‘5 " ' " 
.. .. e 50 51 52 �事 " �も 54 55 & 
白骨 57 " 58< 59> 60 ? 61 � 62^ 63 

端末にょうでは， chr(O)， chr(49)は特聾文字となる場合がある。

2)坦屈の定義
• a m吋 b = ab坦(Il)-abs(a)div b本b孟0

3) pointer型の宜散に値を代入せずに使うと何がおこるか全〈予期できないので注意され
たい。

. ) プ回グラム中での16進散の記法

。 1hexdigitl ←囚

くhexdigit> : : = 0 I 1 I 2 I .3 I 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 
AIBICIDIEIF 

16進"はintegerとして怨われる。
5) 特疎な名前について

， def'は手続き，闘歓，変散およびプログラムの名前としては(def defという樋合
以外)使えない。

11:の名前が標績の名前である。
get ， put ， re自国. rewrite • pack .山Lpack ， Ínser t ， 8.押四d • cead • wcite. 
new ， readln • writeln ， odd • ord ，。官，回f • ob・，明r ， tr山富e. pred.

加cc .同In ， alfaJeflg • input . 個tp叫 ， II.lh. ， feal ， chl\l" . B同le8.1l ， 

ftdse ， true • integer ， ・111 ， CO・ ， exp ， lu ， sqrt ， arctll'l. ， time ， psce. 
dat e 
このうち，

① ιE竺"，"" 川 ert (11.， b ìnte酢， . 盟 C、inleger)はaを左へb bit・
， 

凶ift したものとcとbitごと の治理和をとり，結果をどに入れる( a I bはかわらな

• StandlU"d P.�alにおいては，
m 屯Q9 n =mー(( m 邑v n) *n) 

が成りたつkされているが，この"�パイラにおいては，この聞係はなりたたない。

-15ー
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い ) 。

② 丘主豆旦Z 岬l鴻ud (旦r n intc昨r ，b.c înt匂，，�r) は， .を左へb bita 

shîftして， じと bóもごとの諭理和をとり， 結集をaに入れる ( b， cはかわらない )。

これら2つの手餓舎はPallcalコンパイラで 使用するために組み こまれたもので， ー

鍛の品ーザの使用を目的としていない。

申 U回e， datel:1 impl凹，'"されていない。

6) 叫凹名札に閉する制約

このPucalにおいては，符号なし定数でなければならない。

例)

VlI.f i integer 

C811e i of 
+1 SI 

1 S 2 
"討

の 2つの"・e名札は， ともにコYハイヲほう"つ門られない。 口

11 プログラムが途中で切れている渇合.

この織合は， コンパイヲはただちにコンハイルを中断する。 通常の終了とちがう点は，

1 )プログラムの録後の行の次にあたかも受行があるかのようにみえるζと， 2 )たとえ

errorが倹幽されていな〈ても，

• AßOVE F.HROH. ( S) 

のメ，セ シがでることである。

8)極繍に大きな配列をとる1::， I inkillg ( ! LQAD )のときに ecrorをおこす。

コンパイラは桁あふれがお こらない限りどんな犬舎な配列をも許すがI LOADERは ，

網i )iegll.l org �というメ ッセージをだしてl山kir習を中止し てしまうことがある。

9) ある種の情宜保りは倹出されない。 たとえばI CII.8e名札並びに関する診断はかなりあ

ま〈なっている。 おそらく契曹はないだろうが注意されたい。

lO) (�to) 名札の散はm以下である。

11) C811e名札として緩嶋に絶対値の大きな値ほ併されない。 また， 差が極鳴に大きい'"・e

名札が1つの叫民文の中にあらわれてはならない，(・大でも数1冊どま9，一般には

数 10以下におさえるへきである}。

なおI record等に回しては， まだ虫があると息われる。 ほかにもみつかっていない虫

があると単われる。 もし疑問の点があれば， プログ，ム繍噂員金図に歓えていただきたい。

- たとえばプログラムのおわりの"がぬけている場合

-16 



.... " 東京大学教育用計節機セYターにおけるPASCALについて

2 操 作 法
1 プログラム，データをカードで与えるとき

拘ードはピたのように茜ぺるp I!ATA印刷

町 やや大，.
も，とCOIU温金大き《とる。

(U附"'比)U不・Eである

.， > これらの抱一ドは、 デ ，の人，，.要LなL ときには不‘3

2 TSS における使用法

)) I製鋼極的な使用法

TSSでは， 次のようにして使うことができる。
・ 1

I PASCALwSoωcefi le ' ヨ
! LYNXw￥】ON

--
ulMdmodule， PAseL i B 1p 

! loadmlldulf'. '-' dat.lI.fi le ++ � 

- プログラム はあらかじめファイルにつ〈ヲてお〈。

(直侵入力することもできるが， めまりすすめられない}。

.. lOlldrnodulcと 同名のファイルが存在しないときは . QN .でよいが， すでにあ

る同名のヲァイルをこわしてかくときには. OVf>�lt舗を用いる。

+ 従来ROMを伊 nle (￥}上に作ろうとしてもできないことがあったが， 1978年

9月以降できるようになった。

++ datll f i l e は川pntからよむデータが はNったヲ ?イルである。 これを指定し

ないと緒末から入力することになる。 iOIJutを使ラていないつもりでも，自動的に

川pUI fj: re舵tされるので， )行だ"は常によみと玄れる。 すなわち， dlLta (ile 

を指定しないときは，

! loaur川d" I ρ 

のあと Clt を2回押さな砂ればプログラムの実行は開始されない。

一一)7-
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東京大学教育用計算自慢センターにおけるPASCALについて ，... 13 

上 の記述において， 間ucef・lc. loadrnocllllel;l:. 使用者が'手に名前をつ付てよい。

すなわち，たとえば，

I PASCAL.......Ã1YSQURCE .， 
r r�YNX.......￥.......QVER....... PASCAL ;. PASCLI B ..， 
r PASCAL. .， 、

のよヲにできる。

2 ) 短 縮 形

! PASCAL】 8Wlcefile � 

r RL"N ;. PASCLI B .， 
データがない. または繍末からよりときはよのように短織することができる。

3) TSSでの限界

IlCC凹"' のc1a88がB， Tの繊合には， 小さなプログラム( 100 -- 200 f1 fiJt )なら

TS8 でコゾパイルできるが. cla開Aではいかなるプログラふもコンパイルできない。

また. dM聞B， Tで， プログラムが大きすぎてコンパイルの途中で段棄するときは，

STACK QVERFLO、v

などのメ ヲセーγが印刷される。

3 ファイルからのプログラムの入力方法

(データをカードから入力する織合)

この場合， まちがえる人が多いので， 特に配してお く。

! JOB 

I ASS IGN 】.M:SI. (l<'ILE. ... ) 

I PASCAL 

! LOAD 】(GOJ， (VNSAT， (PASCLIB)) 

I ASS IGN】M :SI. (DEVIC日， CR ) 

! RUN 

I DATA 

これを忘れる(入れない}人が多い。

‘ IIlpU� ，刷lput以外のファイルに聞して

このPa8cölにおいては， すべてのファイルは プ回グラムの外に作りれ， �ーザはこれを

はっきり録作することが必療である。 しかしながら， 7 7イル名はプログラム パラメタ

として・いてはならない ( r Stan daltl Pa8calとの遣い」 の「プログラム パラメタの愈

味および外部定終JíO照)。

はうきり操作することが必要であるという窓際は， 次のような制御カ ド金I HUN カ

-18-



.. 13 東京大学数育用計算..ヒYタ におけるPASCALについて

ドの前{もしくはr PASCALーカードの前 )に入れる必要があるという意味である。

!ASSI GNF 7Tイル名1 (FILE ， 名前}

ここで， rファイル名」は， プログラム内で宣言した名前であり， r 名前Jはそれと等し

くな〈てもよい 遁当な文字列である。

Ilaのファイルを用いるときには， それぞれに対して， このようなカードを必要とする。

このカードを入れないと，ファイルに.きこんだつもりでも実際には.かれない(このカ

ドを入れてあれば ，プログラムの中におけるファイルに対する鍍初の操作が re!letであろうと

rewriteであろうと， 正し〈処埋される}。

例)

rJQB 
I ASS IGN '-'ド F ， {FILE . ドILt::F)

! PASCAL 

PROGR.HI 1'I::S1' ( QUTPUT ) ; 

\'AH t': TEXT ; 

BEOI� It日NRITE(P) ;WHITELN(明WRITTEN1・) END 

LOAυυ(GOI， (UNSAT， (PASCLJßI I 
! RUN 口
I .ASS IGN カ ド陪 この場合物理的なファイルを畠理的なヲvイルに割りつ 防る働

きをする。従って， 上の例においては"�'JLl:J:Þ'"という名前の物患がJなフyイルが作られる。

上の場合. jobの実行後もこのノ ァイんは!Hfしつづけるので，このようなjobを， いちい

ち物理的なファイルの名前をかえて何度も実行すると，物理的なファイルが使い果たされて，

もはやjobの実行ができな〈なるような 事期が生じうる。

もう1つ注意すべき点は，同じ名前をもっ物理的なヲァイ ルは1つの 量録番号につき1つ

しか存在しえないので，同じ名前のファイルに対するIASSINUーカードをもっjobが，

同じ援録番号のもとで，同時に実行されると， そのうちの 方が則りつけに失敗して紋棄さ

れることである。

なお. I ASS IGN一一カードに関して必要ならば， rMEI.COM UTS/VS"，、フチ処理シ

ステム使用の手引きJ (NM-UGOO-OJAを多照されたい。

5 üpt ・""' 、

。11110闘をI PASCAL カードの上にか〈ことはできない。 "P'・""はすべズ， プログ

ラムの中の注釈として， 次の形でか〈。

(・￥D�， ロム， ， DA 任Z訟の注釈・ )

. 網 "前後に空白があヲてはならない。

-19-
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ことで， 口はドに示す文字のうちのいずれかで， 。は. + .または明 . である。 たとえ

I司'.
(・￥A -. ) (・￥H+， X-Comment ・)

口に入れる文字と， その意味は次のとおりである。

A expreuÎonの憶の検査をする， + )かしない(ー)か。 d，'・""はA+。 たとえば，

lEE dmr z L P 'v
'

(・ord ( I一， )言。 ， ord ('・ I ) = 63・)

であるから， chd65)は. A+のとき errorとされる 。

B 目的プログラム( ROM)をM :GOからか< ( - )か， M :  BOからか< ( + )かo de

faultは R・ o ê的プログラムを保存したいときにはB+を指定L. 制御カ ドを次の

ようにする。

! JOB 

! L I�fIT.....( CO. ;))) 

! ASS IGN】M凹， (F ILE， �A�Ir.) 

! PASCAI， 

! r WAD.....(EP， (NAME ))， (TJNSA1'， (PASCLIB)) 1 
ただし。 通常はIOlld rn。血" の形でとってお〈方がよい。

C obje-ct li �tをとる (+ )かとらな い(ー)か， defllu lt はC 一。

担 原始プログラム リストのあと， 診断メ ヲセ ジを印刷する (+ )か否( - )か。 d，

fIlultは+。

.. 原総 プログラム リストをkる(+ )か. <らない( -)か， deføullt.tL-。

o s tack over f I owの検査をする( + )か否( - )か。 ddaultは0+. 0 ーにすること

ほすすめられない。

T :!質合optio札 '1'+が指定されると， A+， D+. 0+. R+. x+ が指定されたのと

同じ効果をもち， rーが指定されると. Aー， D-， O-. Iもやー. Xーが指定されたの

と同じ効果をもっ。

X IlJrllyのindexおよび， 岨問団戸間引"0の値を検査する(+ )かしない{ー)か。

defaultはX+， たとえ4ま.

I ) 8ff 竺ra.y( 0..1 ) of Îßteger ， b 

2) c・，，'" 3 of 

I • • • • 4 

，"d 

iUleger ， b  = 2 ， 8fr ( b ): 

のような場合は. x +が指定されているとerrorとされる。

P post motem dUlllpをおこなう (+ )かおとなわない(ー}か. def8Ul tはP一。 ただ

-20 
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し. P +を指定しても. po�t motem dumpが置し< i m pl�[JJentされていないため，

特に効果はない 。

D， R 効集は亀い。

。Sta.ndl\nl P叫叫lとは optlO聞の内容が異なるので注意されたい。
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付 録

1 

2 

3 

4 

5 

6 

? 

8 

9 

1 0  

1 1 
1 2  

1 3  

1 4  

1 5 

16 

17 

18 

19 
20 

21 

22 

23 

24 

2s 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

3s 

36 

37 

診断メッセージ

scalar type expected 

integer too large 

error in constant 

• expected 

field name declared twice 

bad range 

tagfield type bad 

name declared twice 

)阻pected

cxpected 

identificr cxpected 

id開tifier not d民1ared

index must be of scalar type 

坐叫削.d

、、

variable type should be a type identifier 

procedure declared twice 

end expected 

e町。r in type d回:Iaration

error in variable declaration 

，or}阻肝cted in叫ue list 

error ìn procedure d田laration

value should be田ed at main level 

parameter list ignored 

eπor in declaratωn part 

lowbound > highbound 

not a variable identifier 

value parameters should appear in their order of declaration 

symbolic subrange type not a110wed 

parameten missing in function declaration 

component type is flie 

undeclared identifier 

variable or field identifier口pected

expressîon too compli日ted - register stack overf1ow 

type of variable should be aπ'Y 
type of exprcssion must be民.1"
conflict of index type with declaration 

J expected 
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8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

l

2

3

4

5

6

 

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

?
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typc of variable should be record 

no such field in thls record 

type of variable should be pointer or file 

field name expected 

il1egaJ symbol in expr目白on

undefl11ed label 

iIIegal type of parameter În 51四dard runction or standard procedure 

type idenüfier in statement part 

procedure used as function 

type of standard function parameter should be integer 

) expected 

îdentifier expected 

illegal type of operand 

or CIßßot be used as monadic operator 

= expccted 

assignment 001 allowed 

泊legaI symhol in statement 

typc or constant identifier 

then expected 

type of e兎P"拙on is 001 Boolean 

; expected 

4Ç1 expected 

illcl!凶parameler substitution 

label expected 

出egal type of expre由。n

constant expected 

expected 

9f expected 

tagfield凶ssing (or Ihls variant 

旦型且開pected

旦昼間p田t剖

loop control variable must be simple and local or副obo1

tofdownto exp血t<.

too many cases m ca巴statement
、

number of parameters doe溜not agree剛山declaration

mixed types 

too many labels in this procedure 

too many Oong) constants or yet undefined I山由in this procedure 

depth of pr剖edurc nesting too large 
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77. label defined more than once 

78. too many exit labels 

79. ( expected 

80. ，expected 

81. assignment to forma1 function identifier il1egai 

82. too m制y nested with statefnents 

83. standard inline procedure/function used as actua1 parameter 

84. too many (1ong) constants in this procedure 

85. assignment to function identifier must occur in function itse1f 

86. actual parameter must be a variable 

87. packed field not allowed here 

88. operators <and> are not defined for powersets 

89. redundant operation on powersets 

90. procedure too long 

9 1. too many exit label or forward procedures 

92. too many c!ass or fi1e variab1es 

93. bad function type 

94. "'， <> not allowed here 

95. bad fi1e dec1ara針。n

96. type dec1ared twice 

97. end. encountered 

98. [ expected 

99. index out of range 

1 00. 1abe1 too 1arge 

1 0 1  . va1ue is out of range 

102.  division by zero 

1 03. yarameter procedure has more than 1 7  parameters 

1 04. packed set of more than 32 e1ements forbidden 

105. body of externa1 procedure must be 'PASCAL' or 'metasymbo!' 

106. external definition must be gioba1 

108. object 凶田町nally defined and referenced 

120. illega1 character 

1 2 1 .  forward reference not a110wed in record definition 

122. fi1e in sep喝rated program must be externa1 

123. 'reset' and 'rewrite' don't apply to 'input' and 'outp凶'

124. text file expected 

125. pointer must be bound to a record 

126. no case provided for this value 

12 7. file not allowed in pointer dec1aration 

2‘一
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a1fa constant not allowed here 
vllue parameter exp⑮ctcd 

25-
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